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みなさま、こんにちは。

札幌も外出自粛と市内市外の往来の自粛、学校の停止となりました。

感染の第２波を抑えるための政策です。

政府の人と人の接触を８割減らしましょう、との要請がありました。この要請は、国全体
として感染をコントロールするためのものであり、個々人の危険性を考慮した上での要請
ではありませんので、解釈を間違わないように気をつけていただきたいと思います。

日本での実効再生算数（一人が何人に感染させるか）は最新では1.49、首都圏では1.7と
のことです。人と人の接触頻度が４割になれば、実効再生算数は0.6になり、感染流行が
収束していくそうです。理論上、６割接触を減らせば良いそうですが、夜の街や、要請に
耳を貸さない人が必ずいるため、その分人口全体での接触を減らさなければならず、８割
としているそうです。混雑したスーパー、満員電車なども含まれます。

しかし、個人個人で考えると、８割減らすことで、感染をもらう率もそれだけ下がります
が、０ではありません。免疫抑制療法中の方は、感染をもらう率はほぼ０である必要があ
るため、８割とかの問題ではなく、以前お送りした通り、感染予防に徹底的に努めて下さ
い。


さて、皆様にお願いがあります。

前回のお知らせで、外来受診の延期に関する記載が不十分であったため、多数のお問い合
わせをいただいておりますが、電話対応のために通常の診療業務に支障を来しているため
下記の通り、大変申し訳ありませんがお願いいたします。新型コロナウイルス感染を防ぐ
観点から外出を控える＝病院の受診もなるべく控えていただく方針です。しかし、受診し
ないことによる危険性、不利益な点が多い方もいらっしゃいます。


（１）外来受診するかしないかの最終判断は、患者様ご自身で決定してください。

（２）お電話をいただくときは、受診を延期することを決心してからお電話してくださ
い。流行状況がこの先どうなるか不透明ですが、まずは1か月程度先に予約を取り直させ
ていただきます。

（３）ご自身で延期するかしないかを判断するための材料は以下の点を考慮してくださ
い。

・定期注射がある方：貧血の注射（ミルセラ）は、注射を延期することにより若干の貧血
進行の可能性はありますが、1か月程度では重大な事態にはならないと思われます。札幌
から遠方の方で、受診道中の感染が心配な方は、お近くのクリニックなどで注射できるよ
うに手配も相談させていただきます。骨そしょう症の注射（プラリア）は1-2か月の延期
は全く問題ありません。

・病状が安定している方：腎機能が悪化している傾向があったり、糖尿病の状態が良くな
いと言われている方、なんらかの感染症（サイトメガロウイルスやBKウイルスなど）の治
療中の方、すでに腎機能がやや悪い方（クレアチニン値が2.5以上）は病状が安定してい
ないと判断しますので、できれば受診をお願いします。腎移植後1年以上経過していて、



前記以外の方は、安定していると判断しますので、受診を延期していただくのがよいと思
います。ご本人が受診しないことが心配で受診を希望されるのであれば、受診してくださ
い。

・腎移植後1年未満の方は、できれば受診していただいたいと思います。

（４）今後、流行状況の変化により、このお願いの内容は変化することもありますので、
今後のメールも引き続きご一読願います。



